
提

出

者

伴

野

豊

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

六

一

号

わ
が
国
の
財
政
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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わ
が
国
の
財
政
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

わ
が
国
財
政
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
費
の
増
大
、
景
気
対
策
と
し
て
の
相
次
ぐ
予
算
出
動
、
乗
数
効
果
の
薄
れ
て
き
た
と

も
い
わ
れ
る
公
共
事
業
投
資
な
ど
が
積
み
重
な
り
、
債
務
が
増
大
を
続
け
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
三
年
度

末
に
は
国
債
、
借
入
金
、
政
府
短
期
証
券
（
Ｆ
Ｂ
）
の
合
計
額
が
七
〇
〇
兆
円
を
超
え
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
国
民
一
人
あ
た

り
五
五
〇
万
円
、
国
内
総
生
産
の
一
・
四
倍
、
国
の
税
収
の
一
七
倍
に
も
の
ぼ
る
膨
大
な
金
額
で
あ
る
。
ま
た
、
国
内
総
生
産

に
対
す
る
財
政
赤
字
の
比
率
は
、
先
進
国
で
日
本
が
突
出
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
将
来
世
代
へ
の
負
債
の
つ
け
ま
わ

し
の
お
そ
れ
が
あ
る
ば
か
り
か
、
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
、
徳
政
令
、
ひ
い
て
は
財
政
破
綻
の
危
険
も
非
現
実
的
な
話
で
は
な
く

な
る
。

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
今
後
、
わ
が
国
の
財
政
状
況
の
改
善
に
向
け
、
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�

か
か
る
過
大
な
債
務
を
抱
え
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
い
か
な
る
認
識
を
も
っ
て
い
る
か
。

�

か
か
る
過
大
な
債
務
を
抱
え
る
に
至
っ
た
原
因
と
そ
の
責
任
の
所
在
は
ど
こ
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

�

政
府
は
財
政
再
建
の
目
標
と
し
て
二
〇
一
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
化
さ
せ
る
こ
と
を
掲
げ

一



て
い
る
が
、
達
成
に
向
け
た
具
体
的
な
道
筋
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

�
項
の
目
標
が
未
達
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
ど
こ
に
帰
属
す
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


